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まず 、 ジェー ム ズ ・バ ス キ ン ド先 生 にお礼 を申 し上 げ たい ので あ ります 。 わ

ざわ ざ今回 の学 会へ招 待 して くれ て誠 にあ りが と うご ざい ます 。

本 論 に入 る前 に1つ 指 摘 した い こ とがあ ります 。 それ は私 の発表 の題 に関 し

て 、誤解 を招 き易い翻 訳 の 問題 か ら来 る こ とです が 、 も とも とフラ ンス語 で 、

BuddhaJ6suitesと 言 い 出 してい る とい うの は 、イエ ズス会 の神 父様 達 が見 た仏

陀 の こ とであ ります。 とい うの は、 イエ ズ ス会 の宣教 師 に とって 異端 の宗 教 た

る仏 教 で崇 拝 して い る仏 陀 を どの よ うに書簡 や報 告書 の 中で 表現 して い たの か、

又 、 ヨー ロ ッパ の 国々 へ どの よ うに伝 えて いた のか とい う問題 であ ります 。勿

論 、異 端者 た る仏教 の ことを述 べた 時 に客観 的 に見 てい た とは考 え られ ませ ん。

多 々、 曲解 して伝 えて いた と考 え られ ます ので 宣教 師達 の言 って い る ことは資

料 と して 当て にな らな い と考 えが ちな のか も しれ ませ ん が、 必ず しもそ うで は

な く、 実 は現実 を的確 に捉 えて い る部分 もあ る ことを指摘 したい と思 っ てお り

ます 。 それ は特 に阿 弥 陀信仰 に関す る ところで あ ります。 又 、 こ こで 扱 って い

る資料 は主 と して16か ら17世 紀 の 終 わ りご ろま でで あ る こ と も前置 き して お

きます 。

全 体 的 な こ とを言 えば、 今、研 究 してい る のは、例 えば、 外来 思想 、外 来 の

ものが 目本 に来 て 、 ど うい うふ うに受容 され 、受 け入 れ られ て 、 どの よ うに 日

本人 が 反応 してい るか とい うこ とを研 究す る こ とに よ り、 日本 の宗教 や思 想 が

もっ とは っ き りわ か る と思 っ てい ます ので 、今 の ところ、鎌 倉 時代や 江戸 初 期

を特 に注 目してお り、 一貫 性 のあ る研 究 を 目指 して い ます 。 フ ラ ンスで アナ ー

ル 学派 の代 表者 た る ジ ャック ・ル ・ゴフ教授 の講義 を かな り長 く聞 き、 その ゼ

ミナー ル に参加 して得 た メ ソッ ドか ら、 日本 の歴 史 を長 期的 に 見 るこ とに よっ

て理 解 を広 げ、深 め る こ とに興 味 を持 って い ます し、そ うい うよ うな研 究の 手

法 を実 行 して い ます 。 狭い 意 味で の専 門か ら外 れ てい る こ とに あま りび っ く り

しない で くだ さい ます よ うにお願 い 申 し上 げ ます 。

自分 の研 究 で 中世の 末 と江戸 時代 の初 期 に手 を入 れ かけ た ときに 、1つ 気 が

つ いた こ とは、 キ リシ タンの時 代 には 、 日本側 で は仏教 の僧 侶 たち は仏教 の 復

興 運動 を起 こ した こ とで す。 例 えば鈴 木 正三(す ず き しょ うさん,1579-1655)

とか 雪窗 宗 崔(せ っそ うそ うさい,1589-1649)と い う17世 紀 の前半 の 人 た ちが

書 い た もの を読 ん でみ れ ば、一 応2人 とも禅 宗 の僧 で あ る とい ってお り、鈴 木

正 三 は 、 一 応 、 曹 洞 宗 に属 し て い る と 自分 で も名 乗 っ て い ま す が 、 道 元
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(1200-1253)の 思想 とは場 合 に よって、かな り逆 の こ とを言 って います 。例 え ば、

「自己 を忘 れ る」 とい う有名 な道元 の言 い回 しの代 わ りに、 「自己 を堅 く守 ろ

う」 とか 、そ うい う言 い回 しを流行 させ ま した し、 また 『仁 王禅 』 とい う密教

の匂 いが強 くす る動 的 な禅 の方 法 も行 います し、 また 念仏 を禅 の中 に取 り入れ

ます。 即 ち、鈴 木正 三 の場 合 、 当時の 明時代 の外 来仏 教 が、禅 と念仏 を一緒 に

して いた ことに基 づい て いた だ けの こ とで はな い と思 われ ます。 む しろ政治 的

な理 由が もとも とあ った ので は ないか と憶測 され ます 。 た だ し、彼 の半弟 子 、

半堂僧 の雪窗 の場合 には 、事情 が違 い ます。 鈴木 正三 は 三河 の人 で 、雪 窗は 九

州 の 人です 。 雪窗 は、 や は り黄 檗 宗や全 真教 とい う習 合 宗教 の影 響 をか な り受

けて い る ことか ら、彼 の仏 教復 興運 動 とい うの は、三教 一 致 に基 づ く見方 です。

また 仏教 の教理 と修 行 の汎 論 の性格 を帯び てい る 『大 乗 起信 論』 を もとに した

とい うのは、 『大乗 起 信論 』 は時 代 によっ て、例 えば奈 良 時代や 鎌倉 時 代、 江

戸初期 と明治 時代(原 坦 山が東 京大 学 で東 洋 哲学 の講 義 を開 い た折か ら)に は、

仏教 の宗派 に共通 な教 義 を求 めれ ば、 『大乗 起信 論』 が 受 け入れ や す く考 え ら

れて い たので は ない か と思 い ます。

まず 、イエ ズ ス会側 の理 解 に よれ ば、仏教 、 日本宗 教 を どの よ うに描 写 され

てい るのか を見 る のに 、一 番 いい もの と して、 「山 口討 論 」(1552)と い うコス

メ ・デ ・トル レー ス(CosmedeTorres,1510-1570)と い うスペ イ ン人 のイ エ ズス

会 の宣教 師 と日本 人 のお坊 さん達 との間の論 争 が残 って い ます。 そ れ を見 ます

と、 キ リシ タン と 日本 の僧 侶 た ちの論争 の 中で 、本 当 にお 互い に、 ま だ相手 の

宗教 的 な主張 な どを知 らな いで 、率直 にそれ を発 見 し、 何 に 関心が あ った かが

見 られ ます 。 本 当の質 問 が あっ て、本 当の答 えが あっ た と思 われま す ので私 が

それ を重視 して い る理 由です。

「山 口討 論 」以 降 にな ります と、宗論 の大部 分 は、お 互 い に頭 の 中 に政治 的

な配 慮 が入 って きて 、 自発 性 が な くな り、 思想 的 にはつ ま らな くな る と思 いま

すが 、 「山 口討論 」 の とき に、 コス メ ・デ ・トル レー スが 書い てい るこ とは、

宗派 と して 日本 には まず釈 迦 を本 尊 に して 、法華 宗 が あ る と。 そ の次 に、阿 弥

陀 を本尊 と した信仰 が ある とい うの です。 それ は別 に浄 土 宗 とは言 わ ない で、

阿弥 陀信仰 み た いな もの と言 っ てい ます。 そ の次 に、 日月 、お 日様 とお月様 を

崇拝 してい る信仰 と、そ れ か ら禅 宗 があ る とい う、そ うい う分類 を行 って いま

すが 、法華 宗 の場 合 に は、釈 迦 はた だの人 間で あ る こ とを重視 して い ます。 阿

弥陀 信仰 の場 合 には 、流 れ は2つ あ りま して、 阿弥 陀信 仰 しか崇拝 しない人 た

ち は、一 向宗 で 、それ で も う1種 類 は、何 の名 前 も言 って い ない ので あ ります

けれ ども、明 らか に法然 を創 始者 と して い る浄 土宗 と推 測 で きます 。禅 宗 の場

合 には 、また2種 類 が あっ て、何 で も全部 拒否 してい る宗 派 と、そ れ で霊魂 は

不滅 だ とい う宗派 と2つ 区別 してい るの であ ります 。 そ うい う 日本 宗教 の一 番
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初 めの分析 は、そ の後 の 時代 の宣 教師 の もの を読 んで も、 雪窗 の時代 まで は、

ほ とん ど動い てい ない こ とがみ られ ます 。

日本 の宗教 を非 常 に よ くま とめて述 べ、 ヨー ロ ッパ で よ く読 まれ たの はア タ

テナ シ ウス ・キル ヒャー(AthanasiusKircher)と い う ドイ ツ人 のイエ ズス会 の神

父で 、彼 は1601年 に生 まれ て、1680年 に亡 くなって い ます。彼 は博 学者 で 、数

学や 自然物 理 学 な ど多 くの言語 も知 ってい ま した。 今 、 この問題 に して い る こ

との背景 と して、彼 の 時代 には、少 しず つ い ろん な宗教 、特 にエ ジ プ トとギ リ

シ ャ とラテ ンの宗教 の 習合 宗 教 に関心 が あった 時代 で 、すべ て の宗教 はエ ジプ

トか ら来 てい る とい う考 え方 が流布 してい ま した。彼 はそ うい う方 向で 、 自分

の思 索、世 界 中の宗 教 に 関す るイ エズ ス会 の宣 教師 の通 信 を読み 、体 系 的 に 自

分の 分析 を時代 の考 え方 に あわせ ま した。

エ ジプ トが 宗教学 の 中心で あ る とい う当時の 流れ の例 を挙 げれ ば、1525年 に

イ シス信仰 熱 の 中で、 イ タ リア の トリノで イ シス の銅 盤 が発 見 され ま したが 、

これ は明 らか な偽作 で した。

ま た、 ピエ ロ ・フ ァ レ リア ノ ウ(PieroValeriano)と い う16世 紀 の学 者 は、 ヒ

エ ログ リフ に関心 を持 ち 、研 εro8り助'cαを1556年 に 出版 しま した。

キル ヒャー はイ シス の銅 盤 とい うの は、新 プ ラ トン派 的 な解 釈 に基 づい てイ

シス とい う本 尊の も とに 、エ ジプ トの神 々 をエ ジプ トの宗教 、ギ リシ ャの宗 教 、

キ リス ト教 、 ヨー ロッパ の現 地宗教 を総 合 的 に、体 系的 に描 いて 分析 した銅 盤

であ ります が彼 の解 釈 は その後 、 ヨー ロ ッパ で は支配 的 な解釈 にな って きた こ

とは注 目に値 します 。

キル ヒャー は次 の3点 を元 に して体系 を創 ります。

1)イ シス信仰 イ シス に は、 キ リス ト教 で は聖 マ リア が当 た る とか 、あ るい は

ギ リシャ、 ロー マ神 話 で はその イ シスが アテ ナ かアル テ ミス かデ メテル に 当

た る とかい うよ うな 考 え方 か ら、宗教 上 の人 物 がエ ジプ ト、 ギ リシ ャ、 ロー

マ 、現地 宗 教、 キ リス ト教 とい う宗教 で ど うい うふ うに 同一視 され てい るか

とい う点

2)表 象 の使 用 、例 えばヘ ル メー ス とい う神 に は錫杖 が あ る とい う点

3)文 字 、仏教 の密 教 の種 字 に近 く、 ヒエ ロ グ リフが特 定の神 に 当て られ る点

そ うい う3つ の ことが1つ の神 に並べ られ て い るの であ ります。 そ の考 え方

に基づ い て、彼 は全 世 界 の宗教 に、そ のイ シス の銅盤 を考 え よ うと しま した。

そ れ ですべ て の宗教 は エ ジプ トか ら来 てい る と主張 しま して、 日本 の宗教 に 関

して は、 『エ ジ プ トのエ デ ィプ ス』(0θ4吻3A68)p"αcκs)と い って1652年 に書

いた大 き な書物 の 中で 、 そ うい う体 系 的な宗 教 学 を考 え よ うと した ので あ りま

す。
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そ の本 の 中で 、例 えば 、阿 弥 陀 とい うの は、 ホ リュ ス(Horus)に 当 た る神 で 、

あ るい はその ホ リュス とい うのは 、別 な神 の名 前 で も知 られ てい る のです が 、

ハ ル ポ クラー ト(Harpocrate)と い う神 に当た る とも言 います 。そ して また 日本 の

宗 教 を描写 して、 まず は 日本 の宗教 とい うの は、 中国 か ら来 てい る と。 です か

ら地域 的 には 、 日本 の 宗教 は 中国 か ら輸入 された もの です け ども、 中国 か ら来

た ものが イ ン ドか ら来 てい て 、イ ン ドか ら来 た ものが エ ジプ トか ら来 てい る と。

そ うすれ ば、 日本 に見 られ るもの が必ず エ ジプ トに、 それ に当た る神 が あ るは

ず だ とい う、 非常 に明解 な、本 当の宗教 学 を始 めた人 と思 われ ま す。 そ して 中

国 と日本 で使 われ てい る漢 字 とい うの も、 もち ろんエ ジ プ トの ヒエ ロ グ リフに

当た るもので 、習字 み た いな もの だっ た と思 い こんで いた ら しい ので す。

日本 の宗教 を分析 してい る ときに、まず は禅 宗 が あって 、それ で禅宗 の 中 に、

霊魂 が不滅 で あ る こ とを認 め ない 宗派 が ある と言 い ます。 そ れが エ ピクロス派

だ とい うふ うに見 てい る ので あ ります。彼 の描写 は本 当 に少 し、 い ろい ろ混 同

して い るので す が、禅 宗 の 中に神 を崇拝 してい る とも言 うんです けれ ども、 そ

れ は ど うい うことなの か わか りませ ん。2番 目の宗派 は、阿弥 陀信 仰 で分析 し、

それ が ピ タゴラ ス派 に当 た る と言 うの です。 そ して 、3番 目は、 ま た法 華宗 と

い う宗派 で あっ て、 これ は明 らか に天 台宗 では な くて、 こ こで は 日蓮 宗 の こ と

を言 っ てお りま して、 それ で その 法華 宗の 中に 弘法大 師 も入 れ てい ます ので 、

明 らか に間違 い ですが 、 弘法 大師 と修 験道 を一緒 に して い て、非 常 に残 酷 な宗

教 とい うふ うに定 義 し、僧 兵 で もあ る し、 い けに えを行 っ てい る人物 た ちだ と

言 うの です。 それ で阿 弥 陀の ことを言 って い る うちに、 阿弥 陀 は女性 と男性 の

両方 が あ る といい つつ 、 主 と して 女性 として扱 ってい る と言 うの です 。

今 、例 と して こ こに、 図で 一番 初 めに3つ の 阿弥 陀の例 を挙 げて い るの を ご

覧 に入れ ます 。や は りハル ポ ク ラー トとい うオ フ ィス に混 同 され て いま す。私

が こ こで載 せ た のが 、マ ドリー ドの近 くの王家 の離宮 の エル ・エ ス コ リアール

の 図書館 で とっ た もので 、非 常 に きれ いだ と思 って 、一番 きれ いな も の と して

載せ ま したが 、一番 初 め の もの(図1)は 、や は り阿 弥陀 で 、 当時、太 陽 の神 と

され て いま して 、それ で 蓮の 上 に座 ってい て、 それ を祈 る信 者 が下 に描 かれ て

い ます。 おそ ら くよ くわ か りませ ん けれ ども、 阿弥 陀の極 楽 は南 海 とい うふ う

に位 置づ け られ たの で、海 の 中 に ロー タ スが出 る とい うの を描 いた ので は ない

か と思 います 。2番 目(図2)は 、お そ ら く阿弥 陀 と、阿 弥 陀の信 者 を混 同 して

描い た ので はな いか と思 いま すが 、また着物 は少 し特 殊 で、半分 日本 の美 濃風 、

半分 中国風 です が、何 だ か よ くわか りませ ん。 バ スキ ン ドさん はモ ン ゴル人 の

よ うな格 好 を した阿弥 陀 で はな いか と言 ってい ます が、 それ に、阿 弥陀 に はブ

フィ ギャー とい う神 様 と も混 同 され て い て(図3)、100の 手 を持 っ てい る とい

うふ うに。100で も、10で も、6つ で も、4つ で も とい うよ うに、数 字 は どち
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らで も構 わ ない と言 っ てい ます。 そ して3番 目には、 この よ うな格好 の阿弥 陀

仏 が出 て く るのです。

この よ うな宗教 の 見方 は、 ち ょ うど雪窗 の1648年 に書 いた 『封治邪 宗 論 』 と

い うキ リシタ ンを論破 した書 物 の 中に ある宗 派 の分類 が ち ょ うどぴ った り合 い

ま して 、お そ らく雪 窗 は江戸城 でイ エズ ス会 の通信 の 翻訳 を見 て 、 自分 の キ リ

シ タ ンの論破 した もの を書い た ので は ないか とは思わ れ ます が 、彼 の書 物 の 中

に 、や は り 『大乗 起信 論 』 の術語 とか全真 教 の言葉 の 術語 がた くさん 出て いま

す し、霊 魂 不滅論 の説 もか な り出て い るので す。徳 川 、特 に家 綱 の時代 に 、徳

川家 の 中に1651年 か の 『松 平 開運録 』 とか 、17世 紀半 ば頃 の 『東 照 宮御遺 訓 』

とい う書 物 の 中に、 ど うして徳川 家 が政権 を とれ たか とい うと、徳川 家 康 の顧

問 だ った存応 とい う浄 土宗 のお坊 さんが 、権 力 とい うの は阿弥 陀如 来 の剣 を も

ら うと得 られ る、徳川 家 の政 権 はそれ で あ る とい う説 明 が出て くるんで す。 そ

れ で、 その 文献 は、 大桑 斉先 生 が最近 活 字 に して くれ ま したの で 、それ を細 か

く見れ ば17世 紀 の宗 教 史が かな り解 り、我 々の徳川 時 代 の宗教 史 がか な り変 わ

っ て くるの で はない か と思い ます 。

や は り徳川 家 は浄 土宗 を本 宗派 と して いま して、鈴木 正 三の よ うな人 物 が天

草へ 行 く前 に、 まず 江戸城 へ行 くの で あ りま す。 です か ら江 戸城 へ行 っ て か ら

や は り、浄 土の教 えを 自分 の説 法 の 中 に入 れ な けれ ば い けない とい うふ うに し

た に違 いあ りませ ん。です か ら、そ の徳 川 家 の文献 と正 三 の言 って い るこ とは、

完全 に一 致 す るのが 当 た り前 の こ とです。 一 例だ け取 り上 げます が 、町 人 がち

ゃ ん と町人 の仕事 をすれ ば、 それ で菩 薩行 か 仏行 にな り、来 世 に往生 で き る と

徳川 家 の家 訓的 な文 献 では言 って い ます し、 鈴木正 三 も 自分 の 書物や 説 法 の中

で それ を言 って い るの です 。 です か ら、 それ は ど う考 えて も大 陸か らの影 響 だ

け では説 明 で きない と思 い ます。 それ で来 世 の こ とを仏 教側 で 主張す るよ うに

な った の も、 キ リシタ ンに対 しての反 応 では ない か とい う仮 説 を私 は立 て よ う

と思 っ てい ます。

例 と して 渡 したAに 関 して は 、私 は特別 に詳 しい研 究 を した わ けでは な いの

です が 、た だ言 いた い のは、 図 の第2と か第3に あ るもの を見れ ば、み ん な ヨ

ー ロ ッパ で 作 られ た 図像 で
、 例 えば 阿弥 陀は 太陽 の神 とか或 い は永遠 の 仏 だ と

か に描 かれ てい ます。

図 の第2の 例 に は 、 ア ラ ン ・マ ン ソ ン ・マ レー(AllainManessonMallet,

Dθ∫c吻∫∫oη481'槻'vεr∫(4ε1683丿co班8ηαη'1θ∫4塀7θ漉55:y5'2配ε5伽 η30π46,185

Cαπ8386η6rαZε5θゆ αr∫'c配1∫2r854ε1αG408r4ρ乃'齟ηclε朋 θθ∫ハ4046rη6」163ρ1伽3

8∫165ρrφ13465pr∫ πc脚185v∫Z163α4θ3硼 ∫r6∫1'θ砿P'麗 ∫coη5漉roわZ63461α

∫θrrθ∫αVθcZ83Poπrα'∫∫4θ5∫0那V6r痂∫卯ycO〃 槻 αη4ε厩Zεκr∫BJα50η5,∫'∫r83θ'

L'レr6ε5'ε'16∫ルfoε麗r5,r81'8∫oη5,Go㍑v6rηαη8η56'4'v8r∫肋 わ'11θη8η546chα9膨ε
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〈瞬 ∫oη,444∫6ε側Ro)ね τo配θg醐'r'2配6,Paris,chezDenysThierry,rueSaint

Jacques)の1683年 の もの で、そ れ が都 、京都 の大仏 と され て い て、 明 らか に三

十 三 問堂 であ ります 。 です か ら三十三 間 堂の方 広 寺 には2人 の力 士 とか狛 犬 が

あ ります ので 、同 じ物 を描 くよ うに注 文 を受 けた ヨー ロッパ の絵 師 には理 解 で

きな かっ た もの と思 われ る例 です 。 明 らか に観 音 と阿弥 陀 が混 同 され てい て 、

そ して両方 とも女性 とい うふ うに述べ られて い る ことが言 い たか った の であ り

ます。 当 時は 、浄 土宗 は 国家宗 教で あ りま したの で、 イエ ズ ス会側 か らもそ う

い う阿 弥 陀仏 ばか りを見 ていた とい うの に は、理 由 があ る と言 い た かっ ただ け

であ ります 。

論議 や論 争や 宗 論 に関 して は、 あま り面 白 くない と申 しま した の は、一 番 初

め に読 ん だ とき に、 お も しろいの とつ ま らない の とがあ った とい う私 の最 初 の

印象 で あって 、例 え ば崇伝 の書 は ただ の禁書 で非 常 につ ま らない の で あ りま す

けれ ども、細 か く分析 す る と、歴史 的事 象 が見 え、非 常 に興 味深 い こ とを言 っ

てい ます。 崇伝 の批判 の 一番初 め に来 るの は、 キ リシ タンが 日本 の神 々 を無視

して い る ことだ と指摘 してい ます。 そ して 、禅 の僧 で ある崇伝 で も、一番 初 め

に問題 に して い るの は神 々で あ り、神 国で あ ります。 そ の論 法 はや は り細 か く

分析す べ きで し ょ う。

林 羅 山の場合 には 、論争 相 手、 フカ ン ファ ビア ンに対 し、 ど うして もキ リス

ト教 の神 の上 に儒 教 の理 を置 かな けれ ばな りませ ん で した。 それ で彼 は無理 に

朱子 学の 理 を絶対 者 にせ ざるを得 な く り、無 極 の極 と同一す るよ うに な り、 日

本 の朱子 学 の性 格 が 大 き く変 わ るよ うにな ります 。

正 三 と雪窗 の書 い た もの が、初 め につ ま らな く思 っ たの が、前 の宗論 の繰 り

返 しばか りを書 くの で、70%ぐ らい は前 に書 いた もの の丸 写 しです が 、た だ し

興味 深い の が、繰 り返 しで はない ところ、 あ るい はっ け加 えた ところ にあ りま

す。 正三 の場 合 に は、や は り念仏 の と ころは政 治的 な配 慮 が入 っ てい ます が、

雪窗 の場 合 には 、大 陸 の黄檗 宗 の影 響 が あ りま したの で、 半分 政治 的 な配慮 も

あれ ば、 半分 は 自然 に その よ うに思 ってい た と考 え られ ます 。 です か ら細 か く

分析 すれ ば 、色 々な 違 いが 出て くる のは興 味深 い こ とです 。
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